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日
本
の
酪
農
は
い
ま
、
飼
料
価
格
の
高
騰

と
円
安
進
行
な
ど
を
背
景
に
、
2
0
0
8
年

に
続
く
経
営
危
機
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。生

産
コ
ス
ト
の
上
昇
な
ど
に
よ
り
酪
農
家
の
廃

業
が
続
き
、
日
本
国
内
の
生
産
基
盤
は
縮
小

し
、
牛
乳
乳
製
品
市
場
は
輸
入
酪
農
製
品
の

割
合
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
環
境
変

化
は
、
酪
農
家
の
生
産
性
向
上
努
力
を
は
る

か
に
超
え
る
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
酪
農
の
現
状
を
背
景
に
、10
月

よ
り
、
牛
乳
の
卸
売
価
格
の
値
上
げ
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
本
稿
で

は
、
日
本
の
酪
農
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
に

つ
い
て
解
説
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
の
酪
農
は
、
飼
料
の
7
割
以
上
を

輸
入
に
依
存
し
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、
海

外
の
食
糧
市
場
の
影
響
を
日
本
の
酪
農
は

大
き
く
受
け
る
構
造
に
あ
り
ま
す
。特
に
、

生
産
コ
ス
ト
の
大
き
な
割
合
を
占
め
る
飼

料
費
は
、
主
要
原
料
で
あ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
価
格
に
左
右
さ
れ
ま
す
。

　
日
本
は
毎
年
約
3
0
0
0
万
ト
ン
の
穀
物

を
輸
入
し
て
い
ま
す
。こ
の
う
ち
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
が
約
1
6
0
0
万
ト
ン
（
飼
料
用

1
2
0
0
万
ト
ン
）、
食
用
小
麦
約
5
5
0
万

ト
ン
、
飼
料
用
麦
2
0
0
万
ト
ン
、
大
豆

3
0
0
万
ト
ン
弱
、
コ
メ
80
万
ト
ン
な
ど
で
す
。

し
か
し
、
2
0
0
7
年
以
降
、
こ
れ
ら
穀
物
価

格
が
強
い
上
昇
傾
向
を
た
ど
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。急
落
す
る
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、
過

去
と
比
べ
る
と
下
値
が
着
実
に
切
り
上
が
っ

て
い
ま
す
（
図
1
）。こ
れ
を
ど
う
判
断
し
た
ら

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
、
今
世
紀
に
入
っ
て
世
界
の
食
糧

市
場
の
ス
テ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
と
み
て
い

ま
す
。米
農
務
省
に
よ
る
と
、
1
9
9
0

年
代
後
半
ま
で
18
億
ト
ン
台
で
推
移
し

て
い
た
穀
物
の
生
産
・
消
費
規
模
は
、

2
0
0
0
年
以
降
拡
大
基
調
を
た
ど
り
、

2
0
1
3
年
度
（
13
年
後
半
～
14
年
前
半
）

に
は
24
億
ト
ン
前
後
に
達
す
る
見
通
し
で

す
。価
格
が
史
上
最
高
値
水
準
に
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
消
費
は
一
向
に
抑
制
さ

れ
ず
、
毎
年
の
よ
う
に
過
去
最
高
を
更
新

し
続
け
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
世
界
人
口
の
増
加
に

加
え
、
中
国
を
は
じ
め
新
興
国
で
食
肉
や

乳
製
品
の
消
費
拡
大
に
伴
う
飼
料
用
需
要

の
増
加
が
あ
り
ま
す
。世
界
の
穀
物
消
費

の
お
よ
そ
半
分
は
家
畜
の
エ
サ
で
す
。

　
特
に
、
中
国
で
は
、
1
9
9
0
年
に

2
0
4
0
万
ト
ン
で
あ
っ
た
豚
肉
の
消
費

量
は
、
2
0
1
0
年
に
は
5
0
7
1
万
ト
ン

に
拡
大
。世
界
の
豚
肉
の
半
分
を
中
国
が
消

費
し
て
い
る
格
好
で
す（
図
2
）。

　
こ
の
間
、
牛
乳
の
消
費
は
1
9
2
万
ト
ン

か
ら
3
5
7
5
万
ト
ン
へ
、
20
年
間
で
18
倍

以
上
も
伸
び
て
い
ま
す
。一
般
に
、
1
キ
ロ

の
肉
を
生
産
す
る
の
に
は
7
キ
ロ
の
エ
サ

が
必
要
と
い
わ
れ
ま
す
。7
キ
ロ
食
べ
さ
せ

て
1
キ
ロ
太
る
食
料
に
依
存
す
る
こ
と
に

な
れ
ば
、
穀
物
需
要
は
当
然
急
拡
大
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
穀
物
価
格
の
高
騰
は
一
時

的
な
現
象
で
は
な
く
、
今
後
も
続
く
可
能

性
が
大
き
い
と
言
え
ま
す
。

　
加
え
て
、
日
本
で
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

よ
る
円
安
の
影
響
が
あ
り
ま
す
。日
本
で

は
、
円
安
の
進
行
と
と
も
に
、
す
で
に
輸
入

物
価
（
2
0
1
0
年
＝
1
0
0
）
が
急
上
昇

し
て
い
ま
す
（
図
3
）。日
本
の
2
0
1
2

年
度
の
輸
入
総
額
は
72
兆
円
で
す
が
、
こ

の
3
分
の
1
は
原
油
な
ど
の
鉱
物
性
燃
料
、

約
1
割
が
魚
介
類
・
穀
物
な
ど
の
食
料
品

で
、
そ
の
値
上
が
り
は
生
活
必
需
品
の
価

格
に
直
結
す
る
も
の
で
す
。　

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
輸
入
物
価
の
上
昇
に

対
し
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
国
内
企
業
物

価
（
企
業
の
出
荷
価
格
）
や
消
費
者
物
価
は

ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
ま
せ
ん
。こ
れ
は
、

企
業
や
生
産
者
の
段
階
で
、
経
営
努
力
に

よ
り
輸
入
価
格
の
上
昇
が
吸
収
さ
れ
て
い

る
の
が
理
由
で
す
。消
費
市
場
で
量
販
店

な
ど
の
競
争
が
厳
し
く
、
値
上
げ
が
難
し

い
の
で
す
。し
か
し
、
い
ま
や
そ
れ
も
限
界

に
き
て
い
ま
す
。

　
日
本
経
済
は
お
よ
そ
20
年
に
わ
た
る
デ

フ
レ
不
況
に
苦
し
ん
で
き
ま
し
た
。あ
ら

ゆ
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
値
が
下
が
っ
て

い
く
デ
フ
レ
は
、
景
気
後
退
と
連
動
し
、
生

産
者
の
将
来
の
夢
や
希
望
を
失
わ
せ
る
と

い
う
意
味
で
「
死
に
至
る
病
」
で
す
。確
か

に
、
不
況
下
で
賃
金
が
増
え
な
い
な
か
で
、

消
費
者
の
立
場
か
ら
は
デ
フ
レ
で
救
わ
れ

て
い
る
面
は
あ
り
ま
す
。し
か
し
、
消
費
者

は
見
方
を
変
え
れ
ば
生
産
者
で
も
あ
り
ま

す
。果
て
し
な
い
安
売
り
競
争
が
企
業
の

経
営
体
力
を
削
ぎ
、
賃
金
の
引
き
下
げ
・

雇
用
削
減
に
よ
り
消
費
が
抑
制
さ
れ
、
そ

れ
が
企
業
の
安
売
り
に
拍
車
を
か
け
る
。

こ
の
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
の
構
図
を
こ
こ

で
断
ち
切
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
真
の
デ
フ
レ
脱
却
は
、
円
安
に
伴
う
輸

入
物
価
の
上
昇
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
消

費
者
の
「
安
い
も
の
ほ
ど
よ
い
」
と
い
う
価

値
観
の
転
換
こ
そ
必
要
で
す
。適
正
な
価

格
の
商
品
を
増
や
し
、
企
業
の
収
益
を
確

保
し
、
賃
金
に
反
映
さ
せ
消
費
を
拡
大
し
、

雇
用
を
拡
大
す
る
と
言
っ
た
シ
ナ
リ
オ
を
、

国
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
し
て
確
立
さ
せ

る
こ
と
で
す
。

　
米
国
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
エ
レ
ン
・

ラ
ペ
ル
・
シ
ェ
ル
は
『
価
格
戦
争
は
暴
走

す
る
』
で
、「
商
品
が
安
い
の
は
人
間
が
安

い
と
い
う
こ
と
。人
間
が
安
い
と
い
う
の

は
、
国
が
安
い
と
い
う
こ
と
だ
」と
、
安
易

な
価
格
競
争
が
い
か
に
国
に
弊
害
を
お
よ

ぼ
す
か
説
い
て
い
ま
す
。

　
牛
乳
値
上
げ
に
至
ら
ざ
る
を
得
な
い
日

本
酪
農
の
状
況
に
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
、

「
適
正
価
格
と
は
な
に
か
」
を
問
い
直
す
こ

と
に
も
つ
な
が
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

世
界
の
食
糧
市
場
の

ス
テ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た

待ったなしの
生産現場

牛 ◆乳 ◆の ◆知 ◆識
世
界
的
な
食
糧
事
情
か
ら
み
た

日
本
の
酪
農
と

   

牛
乳
乳
製
品
市
場

柴田明夫氏
(株)資源・食糧問題研究所 代表　

適
正
価
格
を
見
直
す
時
期

( 年 )
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2,000
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中国の食肉・牛乳消費の推移（図 2）

資料 ：中国国家統計局 「中国統計年鑑」

1990 1995 2000 2005 2010

弱体化する生乳生産基盤

　日本は、これまで食料に関しては「安い

価格」、「安全な品質」、「安定した供給」を同

時に享受することができました。しかし、

ここ数年の穀物価格の高騰とその背景に

ある中長期的な需給のひっ迫により、「３

つの安定」が脅かされるようになっていま

す。このため、国内の農業に対する消費者

の期待が高まっているにもかかわらず、酪

農・畜産をはじめ、日本の農業基盤は大き

く揺らいでいます。

　中国等に買い負けせずに飼料穀物を輸

入し、安定的に牛乳を供給するためには、

コストを反映した適正な価格形成が必要

です。基礎的な食品である牛乳供給が不安

定になることは、最終的に消費者の不利益

となって返ってきます。

　日本の消費市場における「安売り」競争

体質から脱することができなければ、小売

価格の引き上げが困難です。飼料高と乳価

安の板挟みで酪農経営は一段と追いつめ

られています。1963 年のピーク時に 42

万戸を数えた酪農家戸数は、現在 2万戸

を割り込むなど、生乳生産基盤が一段と

弱体化しています。
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出所 ： シカゴ商品取引所データより筆者作成 ( 年 )
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　「ＭＩＬＫ ＪＡＰＡＮ」で
は、お客様の目を引くための

売り場作りに役立つオリジナ
ルツールをご 用 意しています。

「牛乳売り場」はもちろんのこと、その他の食品
とのクロスMDに、かわいいキャラクターが印刷さ
れたオリジナルツールを利用してみませんか。
　ご希望の店舗には、TOPボード、腰巻、スイン
グＰＯＰ（3種）、レシピカード（カードケース付）
をセットで無償にて、ご提供いたします。
※数に限りがあるため、先着順とさせていただきます

お問合せは、下記アドレス又は同封のFAXシートにてお願いいたします

milkjapan@dairy.co.jp

TOPボード（W:600×H:450mm）

スイングPOP
（Ｗ:80mm×H:125mm）

腰巻（W:900×H:450mm）

レシピカード
（カードケース付）
（W:105×H:71×D:50mm）

「アニメーションインフォマーシャルお願いミルクゴッド」
毎週月曜・朝 7：30 頃から日本テレビ系情報番組「ZIP!」等で放映中。
10 月からは、毎週月曜・夜 9：00 から日本テレビ系バラエティ番
組「人生が変わる 1 分間の深イイ話」でも放映を開始。

牛 ◆乳 ◆の ◆知 ◆識

は
売

ルツー

オリジナルツール
を無償提供

待ったなしの
生産現場

M
I
L
K
J
A
P
A
N
運
動
を
展
開

牛
乳
の
消
費
促
進
を
目
指
し

輸
入
で
は
賄
え
な
い

日
本
酪
農
の
役
割

　
日
本
に
お
け
る
牛
乳
乳
製
品
の
需
要
量

は
、平
成
24
年
度
で
約
1
1
7
2
万
ト
ン（
生

乳
換
算
）。米
の
約
8
6
7
万
ト
ン
を
大
き
く

上
回
り
、
日
本
の
食
卓
に
欠
か
せ
な
い
、
基
礎

的
な
食
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
内
で
の
生
乳
生
産
量
は
、
約
7
6
1

万
ト
ン
で
、
残
り
の
4
0
0
万
ト
ン
以
上

（
生
乳
換
算
）
は
、
乳
製
品
と
い
う
形
で

輸
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状
で

す
が
、
鮮
度
が
問
わ
れ
る
「
牛
乳
」
は
、

国
産
１
０
０
％
で
す
。

　
酪
農
は
、
生
乳
を
生
産
し
供
給
す
る
こ

と
以
外
に
も
様
々
な
機
能
・
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
乳
牛
の
糞
は
、
堆
肥
舎
で

は
っ
酵
さ
れ
、
肥
料
と
し
て
自
分
の
飼

料
畑
や
水
田
、
野
菜
な
ど
の
畑
に
還
元

さ
れ
る
ほ
か
、
耕
種
農
家
の
希
望
に
合

わ
せ
て
供
給
さ
れ
た
り
、
家
庭
菜
園
な
ど

に
も
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
酪
農
家
は
、

堆
肥
の
ほ
場
へ
の
還
元
と
い
っ
た
土
作
り

を
通
し
て
、
環
境
に
負
担
の
か
か
ら
な
い

循
環
型
農
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
酪
農
は
、
牧
草
を
利
用
す
る
こ

と
等
に
よ
り
、
山
岳
地
や
寒
冷
地
な
ど
の

不
利
な
条
件
で
も
、
他
の
農
業
と
比
較
し

て
経
営
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
特
性
が
あ

り
ま
す
。
農
家
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

に
よ
っ
て
耕
作
を
続
け
ら
れ
ず
放
棄
さ
れ

た
農
地
の
活
用
と
い
う
事
例
も
あ
り
、
酪

農
は
、
日
本
の
国
土
の
保
全
と
里
山
の
美

的
環
境
の
維
持
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、

生
命
産
業
を
営
む
牧
場
の
保
健
休
養
機
能
や

教
育
機
能
で
す
。
具
体
的
に
は
、
農
家
民
泊

な
ど
で
消
費
者
に
余
暇
の
場
を
提
供
し
た

り
、
「
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
」
と
し
て
子
ど

も
た
ち
の
教
育
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
は
、
『
酪
農
体
験

を
通
し
て
、
「
食
と
い
の
ち
の
学
び
」
を

支
援
す
る
こ
と
』
を
目
的
に
、
安
全
・
衛

生
対
策
等
の
条
件
を
ク
リ
ア
し
た
牧
場
と

人
（
酪
農
家
）
を
認
証
す
る
仕
組
み
で
、

2
0
1
3
（
平
成
25
）
年
3
月
現
在
、
全

国
3
0
1
牧
場
と
5
6
0
人
が
認
証
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
認
証
牧
場
で
は
、
2
0
1
1
（
平
成

23
）
年
度
の
酪
農
体
験
者
が
約
74
万
人
に
の

ぼ
り
、
幼
稚
園
や
小
学
校
な
ど
の
子
ど
も
か

ら
家
族
連
れ
な
ど
の
消
費
者
ま
で
、
広
く
受

け
入
れ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
や
社
会

的
な
期
待
も
あ
り
、
食
育
の
場
と
し
て
す

で
に
10
年
以
上
の
活
動
の
蓄
積
が
あ

り
、
活
動
の
効
果
に
つ
い
て
も
様
々
な
検

証
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
活
動
拡
大
が
教
育

サ
イ
ド
か
ら
も
嘱
望
さ
れ
て
い
る
活
動
と

な
っ
て
い
ま
す
。

食
の
安
定
供
給
に
対
す
る
貢
献

他
作
物
・
環
境
に
対
す
る
貢
献

保
健
休
養
機
能
・

教
育
機
能
と
し
て
の
貢
献

「ミルクレシピブログ」
定番メニューをミル
クでアレンジした簡
単レシピをご紹介

1. 自給飼料（サイレージ）の生産　  2. 堆肥舎  
3. 酪農教育ファームの活動風景  

「今日のお願いミルク
ゴッド」インフォマー
シャルと連動した四コ
マ漫画風連載

「
M
I
L
K 

J
A
P
A
N
」
運
動
は
、
牛
乳
の
消

費
促
進
を
目
的
と
し
て
平
成
22
年
度
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
、酪
農
家
の
運
動
で
す
。

　
25
年
4
月
か
ら
は
、「
ミ
ル
ク
ゴ
ッ
ド
」

と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
人
間
た
ち
の
様
々

な
悩
み
に
ユ
ル
～
く
簡
潔
に
答
え
る
と
い
う

ス
タ
イ
ル
で
、
牛
乳
の
効
能
を
訴
求
す
る
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
フ
ォ
マ
ー
シ
ャ
ル「
お

ね
が
い
ミ
ル
ク
ゴ
ッ
ド
」
の
放
映
を
開
始
し

｢

牛
乳
が
日
本
を
元
気
に
す
る｣

を
合
言
葉
に
取
り
組
む

草
の
根
運
動

ま
し
た
。

  

ま
た
、P
C
サ
イ
ト（
m
i
l
k
j
a
p
a
n

.
n
e
t

）に
よ
る
情
報
提
供
や
、各
地
域
・
牧

場
で
の
P
R
イ
ベ
ン
ト
・
酪
農
体
験
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
グ
ッ
ズ
の
制

作
・
配
布
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
に
共
感
し
て
、
こ
れ
ま
で
食

品
企
業
や
乳
業
メ
ー
カ
ー
か
ら
は
企
業
コ

ラ
ボ
や
牛
乳
パ
ッ
ク
等
を
利
用
し
た
広
告

の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
ほ
か
、
量

販
店
の
皆
様
に
は
、
牛
乳
の
売
り
場
作
り

に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
ツ
ー
ル
を
ご
提
供
し
て
い
ま
す
。

メインキャラクター
「ミルコップ」

　
前
頁
に
あ
る
よ
う
に
、
今
、
日
本
の
酪
農
は
、
飼
料
価
格
の
高
騰
や
円
安
な
ど
の

た
め
、
10
月
か
ら
牛
乳
の
価
格
を
値
上
げ
せ
ざ
る
を
え
な
い
厳
し
い
状
況
で
す
が
、

日
本
の
酪
農
を
守
る
こ
と
に
対
す
る
ご
理
解
の
一
助
と
な
る
よ
う
に
、
日
本
の
酪
農

が
果
た
し
て
い
る
様
々
な
役
割
を
簡
単
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

1

2

3



約100ml未満
　
　
　

07 . 価値を見直す、牛乳の効能 価値を見直す、牛乳の効能. 06

　
い
ま
や
30
歳
以
上
の
日
本
人
、
2
人
に

1
人
が
高
血
圧
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

殆
ど
自
覚
症
状
が
な
い
た
め
、
放
置
し
て

い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
年
齢
と
と
も
に
動
脈
硬
化
が
進
み
、
心

疾
患
や
脳
卒
中
な
ど
を
引
き
起
こ
す
恐
れ

の
あ
る
高
血
圧
は
、
国
民
病
と
も
い
わ
れ
、

そ
の
約
90
％
は
特
別
な
原
因
疾
患
が
な
く

て
も
血
圧
が
高
く
な
る
と
い
う
本
態
性
高

血
圧
が
占
め
て
い
ま
す
。こ
の
本
態
性
高

血
圧
は
遺
伝
的
な
素
因
に
加
え
て
、
肥
満

や
ス
ト
レ
ス
、
塩
分
の
摂
り
過
ぎ
な
ど
、
毎

日
の
食
生
活
も
因
子
と
し
て
大
き
く
関
係

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
健
康
づ
く
り
」
に
重
要
な
の
は
第
一
に

毎
日
の
「
食
事
」。偏
食
や
個
食
、
欠
食
や
夜

遅
く
の
食
事
な
ど
現
代
社
会
に
お
け
る
「
食

事
」
事
情
は
、
様
々
な
問
題
が
取
り
ざ
た
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
ど
の
よ
う
な
食
事
を
す
れ
ば
「
健

康
」
に
生
活
で
き
る
か
。基
本
は
バ
ラ
ン
ス

よ
く
栄
養
素
を
摂
る
こ
と
で
す
が
、
毎
食
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
て
食
事
を
す
る
こ
と
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
問
題
を
補
う
の

が
手
軽
に
飲
め
る「
牛
乳
」。今
、「
健
康
づ
く

り
」
と
い
う
視
点
か
ら
も
牛
乳
の
価
値
が
見

直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
食
塩
を
と
り
過
ぎ
る
と
血
圧
を

上
げ
る
こ
と
は
、
多
く
の
研
究
や
統
計
な

ど
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
す
。現

在
の
日
本
人
の
1
日
の
塩
分
摂
取
量
は
約

10
g
。厚
労
省
に
よ
る
摂
取
量
の
目
標
値

は
、
男
性
は
1
日
9
g
未
満
、
女
性
は
7
・

5
g
未
満
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
牛
乳
の
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
魚
や
野
菜
よ

り
も
吸
収
率
が
高
い
の
が
特
徴
で
す
。
カ

ル
シ
ウ
ム
に
は
血
圧
上
昇
要
因
の
ひ
と
つ

と
さ
れ
る
、
塩
分
に
含
ま
れ
る
ナ
ト
リ
ウ

ム
の
尿
へ
の
排
泄
を
促
し
、
血
圧
上
昇
作

用
を
抑
制
す
る
働
き
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
牛
乳
た
ん
ぱ
く
質
で
あ

る
カ
ゼ
イ
ン
が
分
解
さ
れ
て
で
き
る
ペ
プ

チ
ド
は
、
血
圧
を
上
昇
さ
せ
る
酵
素
の
働

き
を
抑
制
し
、
高
血
圧
を
予
防
す
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。

　
最
近
こ
の
よ
う
な
効
果
を
「
和
食
」
に

取
り
入
れ
、
だ
し
汁
や
水
分
を
牛
乳
に
お

き
か
え
て
、
調
味
料
を
減
ら
す
。
た
っ
た

こ
れ
だ
け
で
お
い
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
減

塩
が
で
き
る
「
乳
和
食
」
と
い
う
考
え
方

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

高
血
圧
が
危
険
な

病
気
の
リ
ス
ク
を
増
加

高
血
圧
予
防
に

　
　
毎
日
の
牛
乳

メ
タ
ボ
の
予
防
に

最
新
の
知
見

率
症
発
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0
血圧
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<80

男性 女性

<130
<85

130-139
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140-159
90-99

≧160
≧100

血圧別の循環器疾患の発症率

Kokubo Y, et al. Hypertension. 2008;52(4):652-9. より作成

リス
ク増
大

30歳以上の
日本人は、
2人に1人が2人2人に1人が
高血高 圧*

もっとも
血圧血 が高い
ググループは
リスリリ クがが8倍

ミネラルの
摂取不足も
高血圧の
要因

高血圧の主な原因は、塩分の多い食習慣や肥満などだと言高
われています。ヘルシーとされる和食ですが、漬物やみそ汁わ
など塩分の摂りすぎには十分な注意が必要です。な
*平成22年国民健康・栄養調査（厚生労働省）*

カリウム、カルシウ
ム、マグネシウムな
どのミネラルの不足
も高血圧に関係し
ています。

「目からウロコのおいしい減塩
乳和食」 （主婦の友社）

減塩だけではなく、カ
ルシウムやたんぱく質
もバランスよくとれる
画期的な「乳和食」。

女性の牛乳乳製品摂取量と
メタボ比率

１日当り
摂取量

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

0.6

1.0

約260ml以上

女
メ

0

0

0

牛乳を飲む
人の方が
女性では
40％も少ない

などだと言

牛 ◆乳 ◆の ◆知 ◆識

価値を見直す
牛乳の効能

※摂取量の最も少ないグループを
１とした場合のメタボ比率
図はカルシウム換算で解析された
牛乳・乳製品摂取量を牛乳相当量
に置き換えたもの

牛乳を飲む
女性の方が
腹囲が2cm
も少ない

牛乳を飲む
女性は肥満度が
低く、BMIが
0.4も少ない

女性の牛乳乳製品摂取量と肥満度

１日当り
摂取量

BMI（kg/㎡）

0

21

22 女性

約100ml未満

21.8

21.4

約260ml以上

女性の牛乳乳製品摂取量と腹囲

腹囲（cｍ）

0

70

78 女性

約100ml未満１日当り
摂取量

76.6

74.7

約260ml以上

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
と
は
、
肥
満
に

脂
質
異
常
、
血
圧
上
昇
、
耐
糖
能
障
害
が
複

合
し
た
状
態
で
、
こ
れ
を
放
っ
て
お
く
と

動
脈
硬
化
性
疾
患
な
ど
の
発
生
頻
度
が
高

ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。最
近
で
は
大

人
だ
け
で
は
な
く
、
子
供
の
メ
タ
ボ
も
増

加
し
て
お
り
、
低
年
齢
化
が
危
惧
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、「
牛
乳
を
飲
む
と
太
る
」

と
誤
解
を
し
て
い
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
牛
乳
は
、
1
0
0
ml
で
69
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
。同
量
の
豆
腐
と
比
べ
て
も
カ

ロ
リ
ー
も
脂
肪
の
量
も
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

　
最
近
の
日
本
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
研
究

調
査
で
、
牛
乳
に
は
肥
満
や
美
容
、
さ
ら
に

は
メ
タ
ボ
の
予
防
効
果
が
あ
る
こ
と
が
、

明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
20
～
60
代
の
男
女
6
5
4
8
人
（
非
喫

煙
者
）
を
対
象
に
し
た
研
究
調
査
に
よ
る

と
、
男
女
と
も
に
牛
乳
乳
製
品
を
よ
く
摂

る
人
ほ
ど
、
あ
ま
り
摂
ら
な
い
人
と
比
べ

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
割
合
が
低
い
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
女
性
に
お
い
て
こ
の
結
果
を
み
る

と
、
牛
乳
乳
製
品
の
摂
取
量
が
最
も
多
い
グ

ル
ー
プ
は
、
最
も
少
な
い
グ
ル
ー
プ
と
比
べ

る
と
、①
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
割
合
が

40
％
少
な
い
、②
お
腹
ま
わ
り
の
サ
イ
ズ
が

２
セ
ン
チ
少
な
い
、③
肥
満
度
が
低
い
、④
中

性
脂
肪
、
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
血
圧
が
良

好
な
ど
メ
タ
ボ
予
防
と
い
う
観
点
か
ら
み
る

と
大
き
な
効
果
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

牛
乳
の
摂
取
で

お
腹
ま
わ
り
も
ス
ッ
キ
リ

メタボリックシンドロームって、どんなもの？

　
医
学
的
に
「
肥
満
」
と
は
、
体
内

に
脂
肪
組
織
が
一
定
以
上
に
蓄
積

し
た
状
態
の
こ
と
で
、
体
重
が
重

く
て
も
、
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
や
ハ
ン

マ
ー
投
げ
の
選
手
な
ど
筋
肉
や
骨

の
割
合
が
多
い
人
は
脂
肪
が
少
な

い
か
ら
、肥
満
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
肥
満
に
は
、
洋
ナ
シ
型
の
「
皮
下

脂
肪
型
肥
満
」と
、
リ
ン
ゴ
型
の「
内

臓
脂
肪
型
肥
満
」
が
あ
り
ま
す
。注

意
し
た
い
の
は
皮
下
脂
肪
型
よ
り
、

内
臓
脂
肪
型
肥
満
。こ
ち
ら
は
内
臓

に
脂
肪
が
過
剰
に
蓄
積
す
る
こ
と

が
原
因
で
、
高
血
圧
症
や
高
脂
血

症
、
糖
尿
病
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
内

臓
脂
肪
型
肥
満
に
加
え
て
、
高
血

圧
、
高
脂
血
、
高
血
糖
の
う
ち
、
い

ず
れ
か
２
つ
以
上
を
合
わ
せ

も
っ
た
状
態
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。メ
タ
ボ
を
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
を
引

き
起
こ
し
や
す
く
な
る
の
で
、
注

意
が
必
要
で
す
。

　
良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
や
カ
ル

シ
ウ
ム
・
ビ
タ
ミ
ン
類
な
ど
栄
養

バ
ラ
ン
ス
が
優
れ
、
カ
ロ
リ
ー
は

そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
牛
乳
を
摂

取
し
て
、
カ
ロ
リ
ー
を
上
手
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

6,7ページの出典:一般社団法人 Jミルク「牛乳でつくろう！病気に強い体」、「牛乳乳製品でメタボ予防」、厚生労働省HP「生活習慣病を知ろう！」
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